
 

市民皆様のご意見をお寄せ下さい。http://www.tajimahideo.com mail@tajimahideo.com   ＦＡＸ（0557）85-3030 

 

県議会議員 

田島ひでお事務所 

熱海市梅園町 24-4 

TEL  0557-81-4326 

  FAX  0557-85-3030 

mail@tajimahideo.com 

http://www.tajimahideo.com 

汗の匂いを行政に！ 

 

                                 

      

ま
た
、
現
場
に
出
て
学
ぶ
こ
と 

の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
常
に
地

域
に
根
ざ
し
た
県
政
に
努
め
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
静
岡
県
の
持
つ
す
ば
ら

し
い
潜
在
力
を
確
信
し
て
お

り
、
静
岡
県
各
地
の
持
つ
「
場

の
力
」
を
引
き
出
す
た
め
に
、

現
場
に
赴
き
、
現
場
か
ら
学
び
、

現
場
に
即
し
た
政
策
を
立
て
る

「
現
場
主
義
」
を
自
ら
の
基
本

姿
勢
に
い
た
し
ま
す 

 

そ
し
て
、
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
決
め
る
「
地
域
自
立
」
を
目

標
に
掲
げ
ま
す
。 

地
域
自
立
の
基
礎
は
一
身
の
自

立
で
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
思
い
や
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
涵
養
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

Ｑ
、
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

Ａ
、
現
場
に
赴
き
、
現
場
か
ら

学
ぶ
、
現
場
に
即
し
た
政
策
「
現

場
主
義
」
に
務
め
ま
す
。 

「
住
ん
で
よ
し
、
働
い
て
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」
と
言
う
「
日
本

の
理
想
郷
」
を
創
っ
て
ま
い
り

た
い
。 

Ｑ
、
原
子
力
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル

に
つ
い
て
。 

Ａ
、
原
子
力
は
安
全
性
を
確
保

す
る
と
い
う
観
点
で
臨
む
。 

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
は
、
目
下

進
め
る
と
い
う
考
え
で
す
。 

Ｑ
、
静
岡
空
港
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
福
岡

線
の
（
※
）
搭
乗
率
保
証
制
度

は
ど
う
す
る
。 

Ａ
、
制
度
に
つ
い
て
は
重
要
な

判
断
局
面
を
向
か
え
て
お
り
ま

す
。
決
断
を
下
す
。 

Ｑ
、「
一
に
勉
強
・
二
に
勉
強
・

三
に
勉
強
」
運
動
の
考
え
方
に

つ
い
て
。 

Ａ
、
一
は
、
豊
か
な
自
然
、
文

化
、
産
業
等
場
の
力
・
二
は
、 
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県
営
七
尾
団
地
に
つ
い
て

は
、
路
上
駐
車
が
あ
り
、
こ
れ

を
解
消
し
な
い
と
全
面
的
改
善

に
着
手
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

再
生
事
業
に
先
立
ち
駐
車
場
を

整
備
し
て
、
路
上
駐
車
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、

再
生
後
の
住
戸
は
約
９
０
戸
減

る
計
画
と
な
り
ま
す
。 

       

●
事
業
着
手
時
期
及
び
そ
の
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
の
発
生
状
況
に
応

じ
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

●
入
居
者
の
皆
様
に
は
自
治
会

を
通
じ
て
当
面
の
事
業
計
画
を

お
示
し
し
ま
し
た
。 

●
不
確
定
要
素
が
多
い
こ
と
か

ら
、
事
業
着
手
（
平
成
２
３
年

を
目
標
）
の
１
年
前
に
説
明
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
自
治
会
と

合
意
致
し
ま
し
た
。 

ご
理
解
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

●
戸
数
が
減
少
す
る
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
入
居
者
に
退
去

を
求
め
ま
せ
ん
。 

新
た
な
入
居
者
募
集
を
停
止
す

る
こ
と
に
よ
り
団
地
内
に
移
転

先
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

         

多
く
の
県
民
の
皆
様
の
御
支
持

を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
静
岡

県
知
事
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
光
栄
の
極
み
で
あ
り

ま
す
。 

県
民
３
８
０
万
人
の
知
事
と
し

て
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
全
身

で
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。 

県
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、

物
心
と
も
に
豊
か
な
富
国
有
徳

の
静
岡
県
の
発
展
の
た
め
に
全

身
全
霊
を
捧
げ
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。 

行
く
先
々
で
、
厳
し
い
経
済
・

雇
用
の
状
況
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、

直
に
お
話
を
承
り
、
県
政
へ
の

大
き
な
期
待
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

学
校
に
お
け
る
勉
強
・
学
び
三

は
、
芸
術
に
触
れ
よ
り
良
い
生

き
方
を
学
ぶ
運
動
で
す
。 

Ｑ
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て 

Ａ
、
１
５
歳
ま
で
無
料
化
に
向

け
行
く
事
は
は
っ
き
り
し
て
い

る
。 

市
町
全
部
均
等
と
い
う
も
の
で 

は
な
い
。
時
間
を
頂
き
た
い
。 

        

Ｑ
、
も
の
づ
く
り
振
興
条
例
の

考
え
方
に
つ
い
て
。 

Ａ
、
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業

が
結
合
し
て
新
た
な
価
値
を
生

む
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
り
ま
す
。 

※
搭
乗
率
が
、 

目
標
搭
乗
率
７
０
％
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
県
が
日
本
航
空
に

運
航
支
援
金
を
支
払
う
制
度
。 
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ま
た
、
需
要
額
増
の
要
因
と
し

て
は
、
下
水
道
費
約
一
億
五
七

〇
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
償

還
費
約
三
千
万
円
が
見
込
ま
れ

ま
す
。 

■
足
ら
な
け
れ
ば
補
填
す
る
財

政
の
や
り
繰
り
は
危
険
で
す
。 

い
つ
ま
で
も
交
付
金
制
度
を
維

持
出
来
る
と
思
え
ま
せ
ん
。 

熱
海
市
に
お
か
れ
て
は
、
交
付

金
額
を
除
い
た
枠
内
で
の
各
施

策
の
実
行
を
期
待
致
し
ま
す
。 

平成 市町数 不交付団体・市町名 （静岡県） 

21 年度 ６市３町 
沼津市・富士市・小山町・裾野市・湖西市御

前崎市・長泉町・吉田町･御殿場市 

20 年度 10 市５町 

沼津市・熱海市・三島市・富士市・御前崎市

磐田市掛川市・御殿場市・裾野市・湖西市 

小山町・清水町・長泉町・大井川町・吉田町 

 
熱海市 平成 21 年度 平成 20 年度 

基準財政収入額  Ａ 72 億 3290 万円 74 億 8433 万円 

基準財政需要額  Ｂ 75 億 5511 万円 73 億 9902 万円 

普通交付税交付基準額 

C(B-A) 
3 億 2220 万円 ▲8531 万円 

●普通交付税決定額 
（Ｃを調整した金額です） 

3億1541万円 ０ 

●普通交付税額 ＝ 基準財政需要額 － 基準財政収入額 

     

■
平
成
２
１
年
度
に
各
地
方
自

治
体
へ
交
付
す
べ
き
普
通
交
付

税
の
額
を
定
め
た
普
通
交
付
税

大
綱
が
、
７
月
２
８
日
、
閣
議

に
報
告
さ
れ
、
交
付
額
が
決
定

し
ま
し
た
。 

●
基
準
財
政
需
要
額
が
基
準
財

政
収
入
額
を
上
ま
っ
た
場
合
、

そ
の
財
源
不
足
額
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
反
対
に
基
準
財
政
収
入

額
が
基
準
財
政
需
要
額
を
上
ま 

●熱海市における基準財政収入額の減部分（単位：千円）平成 21 年度 

 平成 21 年度 平成 20 年度 差額 減 

市民税 法人税割 1 億 6394 万円 2 億 6208 万円 1 億 0168 万円 

固定資産税 土地 9 億 7130 万円 9 億 8153 万円 1023 万円 

固定資産税 家屋 22 億 6891 万円 23 億 2930 万円 6038 万円 

固定資産税 償却資産 5 億 4531 万円 5 億 5383 万円 851 万円 

市たばこ税 5 億 2354 万円 5 億 8698 万円 6344 万円 

 

●熱海市における基準財政需要額の増部分（単位：千円）平成 21 年度 

 平成 21 年度 平成 20 年度 差額 増 

下水道費 7 億 2986 万円 5 億 7305 万円 1 億 5681 万円 

臨時財政対策償償還費 2 億 0732 万円 1 億 7670 万円 3062 万円 

 

     

わ
っ
た
場
合
は
、
普
通
交
付
税

は
交
付
さ
れ
ず
、
不
交
付
団
体

と
な
り
ま
す
。 

■
国
が
定
め
る
計
算
式
に
よ

り
、
街
の
規
模
や
行
政
環
境
な

ど
を
加
味
し
、
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
積
み
上
げ
た
も
の

が
基
準
財
政
需
要
額
と
し
て
算

出
さ
れ
、
ま
た
、
収
入
額
を
求

め
た
差
額
が
、
平
成
２
１
年
度

見
込
に
お
い
て
、
不
足
と
な
り 

静岡市 11631840 伊 東 市 1724651 菊川市 2518179 函南町 1097261 南伊豆町 1977288 新居町 320483 

浜松市 16520719 島田市 4209565 袋井市 1751845 芝川町 842103 東伊豆町 675637 川根本町 2258558 

掛川市 1279152 富士市 553027 藤枝市 2879393 焼津市 1499115 御前崎市 784885 牧之原市 1596400 

熱海市 315413 磐田市 3229931 松崎町 1265664 伊豆市 4262621 富士宮市 102266 伊豆の国市 2633752 

三島市 130170 下田市 2316962 河津町 1173841 清水町 19263 西伊豆町 1889129 森町 1262520 

 

３
億
１
５
４
１
万
円
が
国
よ
り

普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

道
府
県
・
市
町
村
の
約
９
３
％

の
団
体
が
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。 

熱
海
市
に
お
い
て
は
、
収
入
額

減
の
要
因
と
し
て
、
市
民
税
・

法
人
税
割
り
の
約
一
億
円
、
家

屋
固
定
資
産
税
約
六
千
万
円
、

市
た
ば
こ
税
約
六
千
万
円
が
見

込
ま
れ
ま
す
。 

 

基準財政 

収入額 

■標準的な状態で徴収が見込まれる税収入などを一定の方法で

算定した額。 

標準的な市税収入見込額の７５％相当額と譲与税など税外収入

の７５％相当額（一部１００％）が普通交付税の算定に使われる。 

※実際の収入ではないことに注意。 

基準財政 

需要額 

■合理的かつ妥当な水準で行政を運営した場合にかかる経費を

一定の方法で算定した額。算定式は基準財政需要額＝単位費用×

（測定単位の数値×補正係数）となる。 

※実際の支出でないことに注意。 

「交付税措置」とか言われるが、これは基準財政需要額に含まれ

ることで、実額が交付されるものではない。 
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